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ウクライナ侵攻と国際法︓国際⼈権、⼈道秩序の破壊から修復に向けて



1ウクライナ侵攻の衝撃︓国際法学者の苦悩

• ウクライナ侵攻＝「古い」戦争
–領⼟的野⼼に基づく戦争
–正規軍による公然の侵略
• 国連憲章2条4項違反、同51条による正当化不可能
• 「侵略犯罪」の可能性

–「無差別」攻撃
–占領地における残虐⾏為
• 1949年ジュネーヴ諸条約の重⼤な違反
• ICC規程上の「戦争犯罪」「⼈道に対する犯罪」
「集団殺害犯罪」に該当

–第2次世界⼤戦の「亡霊」︖



1ウクライナ侵攻の衝撃︓国際法学者の苦悩

• ⽐較
– 21世紀の「新しい」戦争との違い︖
• グローバルなテロとの戦争（9.11後）

–戦時と平時の並⽴
–⾮対称戦争

• ハイブリッドな戦争（例︓2014年のクリミア併合）
–伝統的戦争の⽅法＋⾮伝統的⽅法を組み合わせた戦争
–共通点︓「もう1つの真実︖」
–相違点︓圧倒的に「伝統的」⽅法に依拠するロシア

»地上軍、⽕⼒の集中、占領地の恐怖⽀配、略奪
–忘れられていた「古い」戦争︓第2次世界⼤戦の「亡霊」︖



1ウクライナ侵攻の衝撃︓国際法学者の苦悩

• 衝撃
–第2次世界⼤戦後の国際法の発展を否定︖
• 戦争の違法化
• 集団安全保障体制︖

–想定内︖
• 武⼒紛争法の⼈道化

–国際⼈道法の発展︓「敵の権⼒内にある者」への絶対的保護
»「軍事的必要military necessity」との調整不要
»いつでも、どこでも、だれでも「⼈道的取扱い」

–武⼒紛争時の⼈権法適⽤
»武⼒紛争時の「⽣命権」保障（国際⼈道法の規定に沿って）
»逸脱不可能な権利（拷問・⾮⼈道的取扱いの禁⽌など）



1ウクライナ侵攻の衝撃︓国際法学者の苦悩

• 衝撃
–第2次世界⼤戦後の国際法の発展を否定︖
–国際法の「基盤」を破壊︖
• 国際法上の議論を避けるロシア（＝伝統的⼿法）

–事実関係の否定→「もう1つの」真実に依拠
–法的議論が深まらない

»国際法の解釈・適⽤過程による「真実」の解明ができない



1ウクライナ侵攻に⽴ち向かう国際法︖

• 国際法に基づく対応
–侵略⾏為への集団的対処
•安保理は機能しないけれど
–国連総会による「侵略」決定
»「侵略」が定義された時代︕

•分権的に決定された集団的対応︖
–国際社会全体（ほぼ）による対ロシア・ベラルーシ制裁
–侵略結果の「不承認」



1ウクライナ侵攻に⽴ち向かう国際法︖

• 国際法に基づく対応
–侵略⾏為への集団的対処
–国際裁判（国家間訴訟）
• ICJ（ジェノサイド条約におけるジェノサイドの主張事件）

–「暫定措置命令」2022.3.16
–何が争われているか︖
–どのような意味があるか︖

»「訴訟を⽀援する（訴訟参加も含む）」41カ国（+EU）（⽇本含む）
• 欧州⼈権裁判所（ウクライナ対ロシア）

–「暫定措置命令」2022.3.1
–国際刑事裁判所による捜査
• 41の締約国による事態の「付託」 （⽇本含む）

–検察官の職権捜査→締約国付託に（⼿続の迅速化）



1まとめ

• 「ルールに基づく国際秩序」の危機︖
–悲観論
• ルールに基づく国際秩序は「終わった」のか︖
• ハイブリッド戦争（ルールの悪⽤・濫⽤）の時代か︖

–国際法の意義は︖
• 楽観論︓「機能している」国際法︖
• シニカルな⾒⽅︓「崩壊し続けてきた」国際法︖
• 現実主義的⾒⽅︓いかにして「ルールに基づく国際秩序」の
強化に繋がるか︖

–合法性回復への努⼒
＋国際法のレジリエンス（強靱性）を⾼める努⼒



1まとめ

• あるべき「和平」とは︖
–理想︓「完全な合法性」の回復

• ウクライナ領からの撤退、クリミア返還、賠償、責任者処罰
– その必要条件とは︖… 軍事制裁︖政権交代︖

–現実にありそうなこと…
• 「ともかく」即時停戦︖ →「⼈道的⾒地から」︖

– 正義の戦争より不正義の平和︖
– ⼟地と平和の交換?

• その代償は︖
– 正義なき平和?
– 「既成」事実︓「違法から法が⽣じる」︖

–両極端からの「⼆者択⼀」ではなく、
現実主義と国際法のレジリエンスのバランス︖



1まとめ

• ゆっくり機能する国際法︖

–“Putin’s short game is force. Our long game 
is law. Let’s play our long game and win it” 

（ハロルド・コー（元アメリカ国務省法律顧問））
• 「ウクライナ疲れ」︖

– ウクライナでの戦争、「何年も続く可能性」 NATO事務総⻑が警告（6.20）
– Boris Johnson stresses the need to avoid ʻUkraine fatigueʼ （6.18）
– G7 pledges to stay with Ukraine until the end (6.27)
– NATO pledges ʻunshakeableʼ commitment to Ukraine (6.29)
– 「あなたの⻑い戦争」になる可能性


